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定義、指標計算方法等 説明コメント

106,034 人 106,726 人 110,194 人
延べ入院患者数：退院患者数＋当日末在院
患者数

192,695 人 184,213 人 180,826 人 延べ外来患者数：初診患者数+再診患者数

11.5 日 12.0 日 12.0 日
平均在院日数：延在院患者数÷((新入院患
者数＋退院患者数)÷２）※亜急性期病床、
地域包括ケア病棟を除く

1人の患者さんが平均何日間入院しているのかを
示す指標です。地域の医療機関と連携などによっ
て、短期間で退院できるよう努めています。

（一般）69.6 ％ （一般） 67.1 ％ （一般） 69.3 ％

（精神）33.6 ％ （精神） 59.0 ％ （精神） 76.0 ％

（感染）45.4 ％ （感染） 44.5 ％ （感染） 44.6 ％

剖検率 5.3 ％ 7.8 ％ 6.6 ％ 年間剖検数÷年間患者死亡数

当院で死亡された患者さんの中で病理解剖がなさ
れた割合です。病理解剖は死亡の原因や治療の効
果を確かめ、今後の医療に役立てていく意義があ
ります。

CPC（臨床病理検討会）実施件
数

11 回 9 回 11 回 年度内の開催実績数
医療の質向上を図るために行っている、勉強会の
１つであるCPC（臨床病理検討会）を開催した件
数です。

クリニカルパス実施状況 41.3 ％ 39.9 ％ 44.1 ％ 実施率：パス適用件数÷新入院患者数

入院から退院までの治療や処置、検査、看護など
のスケジュールを時系列に示したクリニカルパス
の作成を通じて、わかりやすく均質で無駄のない
医療の提供に努めています。
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平成29年度実績 平成30年度実績 定義、指標計算方法等 説明コメント

内視鏡検査件数、主な処置件数

①(1)1,721
   (2)　103
   (3)  　60
   (4)1,239
②        480

件

①(1)1,600
   (2 )  132
   (3)     87
   (4)1,241
② 　　466

件

①(1)1595
   (2 )  106
   (3)     71
   (4)1,211
② 　　456

件

①検査数
（(1)上部内視鏡、(2)膵臓・胆管系、(3)気
管支鏡、(4)下部内視鏡）
②治療数（再掲）

内視鏡検査と治療の件数です。検査については、
①食道、胃などの上部、②膵臓・胆管、③気管
支、④大腸などの下部に種類を分けております。

● 鏡視下手術件数
①　18
②249

①  43
②289

件

①外科          20
②外科　     129
　泌尿器科　　 1
　産婦人科　173

件
①胸腔鏡下
②腹腔鏡下

腹腔鏡、胸腔鏡を使って行う手術の件数です。腹
部や胸部に小さな穴を開けて行うので、体にかか
る負担が軽く、回復が早いこと、また美容的にも
優れているという利点があります。平成30年度
実績から各科別にて算出しております。
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平成29年度実績 平成30年度実績 定義、指標計算方法等 説明コメント

外来化学療法件数 901 件 826 件 990 件
外来で化学療法を実施した件数(外来化学療
法加算)

抗がん剤を使用した化学療法の件数です。外来で
の治療は自宅での生活を続けながら治療を行うこ
とができるため、精神的、経済的な負担低減にも
寄与します。

放射線治療件数、症例数

件数 1,962
症例数  　79

(内訳)ＩＭＲＴ
件数 0

症例数 0
(内訳)　　定位

件数 0
症例数 0

件
件

件
件

件
件

件数　2,066
症例数  88

(内訳)ＩＭＲＴ
件数  0

症例数0
(内訳)　　定位

件数  0
症例数0

件
件

件
件

件
件

件数       1,958
症例数       109

(内訳)ＩＭＲＴ
件数0

症例数0
(内訳)　　定位

件数0
症例数0

件
件

件
件

件
件

放射線治療件数、症例数
高エネルギーＸ線装置による通常の照射と
ＩＭＲＴの1回目の放射線管理料を取得し
た数、及び定位の患者数。（小線源治療は
除く）

放射線は手術、抗がん剤とともにがん治療におけ
る重要な役割を果たしています。リニアック等の
放射線治療装置を使用して、放射線治療を行った
件数及び症例数です。

● 緩和ケアチーム活動実績
50

135
回
件

50
123

回
件

50
112

回
件

緩和ケアチームカンファレンス実施回数・
症例検討数

主にがん患者と家族に対して緩和ケアを提供する
ために、身体・精神面の症状緩和、家族ケア、療
養場所の選択など多職種チームでカンファレンス
を実施した実績です。
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平成29年度実績 平成30年度実績 定義、指標計算方法等 説明コメント

救急患者数（１日あたり） 55.4 人 54.2 人 51.8 人
(救急入院患者数＋救急外来患者数)÷年間
営業日数

救急搬送受入件数 4,606 人 4615 人 4451 人
救急患者のうち、来院方法が「救急車」の
患者数

平成30年度実績

救急医療は当院の重点医療のひとつであり、休
日・全夜間診察事業を引き続き実施するなどし、
積極的な患者受入に努めています。

救急医療の指標

指標項目 平成28年度実績

がん医療に関する指標

指標項目 平成28年度実績

手術に関する指標

指標項目 平成28年度実績

延べ入院・外来患者数
平均在院日数
病床利用率（運用病床）

1年間の延べ入院患者及び１年間の延べ外来患者
の数です。

病床利用率：延入院患者数÷延運用病床数
×１００
（医療法上の区分）

病床利用率とは運用病床数に対し、入院患者がど
のくらいの割合で入院していたかを示す指標であ
り、病床利用率が高いことは、ベッドを効率的に
運用していることを表しています。病床の機能に
より違いがあるため、一般、精神、感染症病床別
に率を出しています。

病院全体の指標

指標項目 平成28年度実績 平成29年度実績
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定義、指標計算方法等 説明コメント

緊急対応可能検査項目数及び緊
急対応可能検査項目数の割合

検体: 67/164
40.9

生理:   30/40
75.0

個
％
個
％

検体68/162
41.9

生理：30/40
75.0

個
％
個
％

検体68/162
41.9

生理：30/40
75.0

個
％
個
％

院内で実施する検体検査で検査科受付後
60分以内の報告、および生理検査で当日
報告の可能な緊急対応可能検査項目数とそ
の割合（緊急対応可能検査項目数÷全体検
査項目数×100）

院内で実施する検査のうち、救急患者や入院患者
の急変などに対応し、院内で緊急に行える検査が
どのくらいあるかを表しています。

緊急検査のTAT（ターンアラウ
ンドタイム）

32:14:00
分
:

秒
29:30:00

分:
秒

27:40:00
分:
秒

病院で実施する生化学検査における、緊急
検査依頼の検査科受付から報告確定までの
平均時間

TAT（ターンアラウンドタイム）とは検体が検査
科に来てから検査結果が確定するまでの時間のこ
とです。検査結果を迅速に報告することで、医師
が治療方針を早期に決定することができ、医療の
質向上に寄与します。

ＣＴ、ＭＲＩ、血管造影、マン
モグラフィの検査人数

CT　12,700
MRI 　8,670
血管造影 254

マンモ　2,006

人
人
人
人

CT　12,799
MRI   8,644

血管造影　343
マンモ 1,767

人
人
人
人

CT        12,816
MRI         7,943
血管造影      417
マンモ      1,818

人
人
人
人

ＣＴ、ＭＲＩ、血管造影、マンモグラフィ
の検査患者数

検査の中でも件数の多い、CT、MRI、血管造
影、マンモグラフィそれぞれの検査患者数です。

放射線及び検査に関する指標
　・冠動脈CTの件数
　・大腸CTの件数
   ・心臓MRIの件数
　・乳房MRIの件数

冠動脈CT 208
大腸CT       0

心臓MRI
乳房MRI

件
件
件
件

冠動脈CT184
　大腸CT     0

心臓MRI 11
乳房MRI 87

件
件
件
件

冠動脈CT    222
　大腸CT            0

心臓MRI        16
乳房MRI        76

件
件
件
件

年間の冠動脈CTと大腸ＣＴの検査患者数
（今までのＣＴ検査患者数に、追加で「冠
動脈ＣＴ」及び「大腸ＣＴ」の検査患者数
を別々に表示する）

【説明】　特色のある検査(冠動脈ＣＴ・大腸Ｃ
Ｔ)が行われているとうことは、高度な撮影技術を
駆使して専門性の高い検査を実施していることを
表す。

放射線及び検査に関する指標
　・CT、MRI検査の予約外当日
検査の件数

予約外当日検査の件数
CT   7,307
MRI  2,226

件
件

予約外当日検査の件数
CT　　6,644
MRI 　1,600

件
件

予約外当日検査の件数
CT     6,813
MRI    1,405

件
件

年間のCTとMRIの予約外受入れ検査患者
数　（今までのＣＴ・MRI検査患者数に、
追加で当日予約外検査の患者数を別々に表
示する）

【説明】　救急はもとより、予約外の検査を積極
的に受入れることは早期診断・治療に役立ち、急
性期病院としての診療支援体制が充実しているこ
とを表す。

臨床検査に係る精度管理調査評
価評点

日本医師会
98.9

日臨技
99.1

点

％

日本医師会
99.2

日臨技
100.0

点

％

日本医師会
99.1

日臨技
99.6

点

％

外部精度管理における日本医師会臨床検査
精度管理調査の結果（評価項目修正点
数）、日本臨床検査技師会精度管理調査の
結果（AB評価％）

日本医師会は、総タンパク、ブドウ糖、尿酸など
検体検査40以上の検査項目について、サーベイ
を実施した結果の項目修正点数(100点満点）で
す。日臨技は、検体検査、微生物、輸血、生理、
病理、細胞など180以上の評価項目について、
サーベイを実施した結果の望ましいとされる評価
A、評価Bの件数の割合です。

放射線科医師による読影レポー
ト数

53,758 件 54,198 件 53,800 件
放射線科医師によって作成された、CT、
MRI等検査にかかる読影レポート数

放射線科の医師による専門的見地から、検査結果
に基づいた画像診断・助言を行っている件数で
す。

ＭＥ機器点検実施件数 4,360 件 4,681 件 4,797 件
ME機器（医療機器）の日常点検、定期点
検の件数（臨床工学技士実施分）

ME機器の使用時の故障を未然に防ぎ、検査の安
全性を保つために、使用前や使用後及び一定の期
間毎に行っている点検の件数です。
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定義、指標計算方法等 説明コメント

服薬指導件数（入院・外来）
入院　12.644
外来     5.625

件
件

入院 12.785
外来   5.047

件
件

入院 11.693
外来   5.005

件
件

（入院）入院服薬指導業務指導件数
（外来）外来服薬指導業務指導件数

患者さんへの薬物療法の効果や副作用などの説
明・アドバイスを通じて、患者さんの薬物療法へ
の理解を深めるとともに、より安全で効果的な薬
物療法を受けられるよう薬剤師が活動した件数で
す。

ジェネリック使用率 86.7 ％ 89.0 ％ 89.7 ％

「後発医薬品の数量」／（「後発医薬品の
ある先発医薬品の数量」＋「後発医薬品の
数量」）※数量とは、薬価基準告示上の規
格単位ごとに数えた数量をいう。

当院における入院医療で使用される全薬剤のうち
ジェネリック（後発医薬品）の割合です。
ジェネリックは開発コストが大幅に削減されてい
るため、先発医薬品に比べると安価になるなどの
特徴があります。

薬剤師による抗がん剤等のミキ
シング数（処方箋枚数）

1,423
うち入院　521
うち外来　902

件
件

1.294
うち入院   468
うち外来   826

件
件

1.642
うち入院   643
うち外来   999

件
件

抗がん剤ミキシング件数
薬剤師が安全キャビネットなどを使用して、抗が
ん剤のミキシングを行った処方箋枚数です。

平成30年度実績

平成30年度実績平成29年度実績

薬剤に関する指標

指標項目 平成28年度実績

放射線及び検査に関する指標

指標項目 平成28年度実績 平成29年度実績
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定義、指標計算方法等 説明コメント

栄養食事指導件数（個別・集
団）

個別 3,020
集団 222回
       1,142

件
人

     個別  2,611
     集団  219回
            1,233

件
人

     個別　　2,695
     集団  202回

1,169

件
人

個別栄養食事指導件数、集団栄養食事指導
回数及び人数

患者さんに対して、医師の指示により管理栄養士
が食事療法について説明し、食生活改善の支援を
行っております。個人の生活スタイルに合わせた
個別指導と教室形式で行う集団指導があります。

入退院支援件数 - -
入院前支援　　　24
退院支援等カンファレン
ス参加件数　　　　23

件

件

・入院前に栄養評価、食物アレルギーの詳
細聞き取り等を行い、入院一食目から適切
な栄養管理や食事提供に結びつけた件数
・入院後、退院支援に繋がる病棟カンファ
レンスや退院前カンファレンスに参加した
件数

入院前に食欲不振、体重減少、食物アレルギー等
の有無を確認すると共に栄養評価を行い、入院1
食目から安全で適切な治療食提供を行っていま
す。また、退院後も適切な栄養管理ができるよ
う、多職種が連携して行う退院支援のためのカン
ファレンス等に栄養士が参画しています。

栄養サポートチーム（NST）活
動件数

回診回数   47
延べ人数 206

回
人

回診回数   51
延べ人数 231

回
人

回診回数　50
延べ人数 283

回
人

栄養サポートチーム（NST）回診回数・回
診延人数

栄養サポートチーム（NST）とは栄養管理を管理
栄養士、医師、看護師など様々な医療スタッフに
よって支援・実施するチーム医療のことです。定
期的にメンバーによる回診等を行い、患者さんの
状況を確認して適切な栄養療法を検討していま
す。

栄養情報提供書発行件数 - 件 25 件 53 件

栄養情報提供書を発行した件数(栄養サポー
トチームが対応した患者について、転院先
の医療機関や入所先の高齢者福祉施設等に
発行した栄養治療計画書の件数も含む）

栄養情報提供書の発行は継続した栄養管理を目的
とし、食事を提供中の入院患者さんが他施設へ転
院される際、当院での食事内容や喫食状況を記載
しています。

8 リハビリテーションに関する指標

定義、指標計算方法等 説明コメント

リハビリテーション実施患者の
在宅復帰率

- - 66.8 ％
在宅復帰件数／全リハビリテーション実施
患者数

リハビリテーションを実施した方のうち、自宅へ
退院した方の割合です。

入院日からリハビリテーション
処方日までの日数

- -
当日～2日目 53.5

3日～5日 18.9
6日以降 27.6

％
％
％

入院日-リハビリテーション処方日
「当日～2日目」、「3日～5日」、「それ
以降」、の各割合を算出

入院後なるべく早期からリハビリテーションを開
始することが、合併症の予防やその後の生活の質
の向上につながる、と言われています。

リハビリテーション依頼の科別
割合

神経内科17.0
内科29.6

整形外科21.9
脳外科12.7

リハビリ科6.8
外科8.9

精神科1.0
その他2.1

％

神経内科15.5
内科28.5

整形外科20.6
脳外科11.4

リハビリ科9..1
外科9.1

精神科2.3
その他3.5

％

神経内科 10.8
内科 31.1

整形外科 19.4
脳外科 15.1

リハビリ科 11.6
外科 7.4

精神科 2.5
その他 2.2

％
依頼科件数／全依頼件数　を各科ごとに算
出

どの診療科への依頼件数が多いかを知ることは、
その病院が力を入れて提供している医療を知るこ
との、ひとつの手掛かりになります。
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定義、指標計算方法等 説明コメント

褥瘡発生率 1.12 ％ 0.95 ％ 1.16 ％
[院内褥瘡発生数／（当月の新入院患者数
＋前月終日在患者数）]×１００

褥瘡とは、長時間の圧迫などにより皮膚が循環障
害を起こし傷となる、いわゆる「床ずれ」の状態
をいいます。当院では、医師、看護師、薬剤師、
管理栄養士など様々な職種により構成される褥瘡
対策チームが中心となり治療・ケアをして褥瘡発
生防止に努めています。この褥瘡発生率は看護ケ
アの質評価の重要な指標とされています。

患者・家族のケア満足度 87.0 ％ 85.0 ％ 85.0 ％
患者満足度調査における入院・外来（平
均）のケア満足度

入院、外来の患者さんに当院の看護師の対応につ
いてアンケートを行った際に、「十分」、「ほぼ
十分」と答えた方の割合です。今後も高いケア満
足度を目指して医療サービスの向上を図っていき
ます。
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定義、指標計算方法等 説明コメント

転倒・転落率 0.2 ％ 0.2 ％ 0.2 ％
インシデント・アクシデントレポートが提
出された転倒・転落件数÷期間中の入院述
べ患者数×100

入院している患者さんの中には年齢や病気の影響
により、転倒したり、ベッドなどから転落したり
する可能性が高い方もいます。転倒・転落の原因
や要因について分析等を行い、予防策を講じて、
転倒・転落を防いでいます。

● 転倒・転落による損傷発生件数 10 件 10 件 18 件

転倒・転落により公社インシデント・アク
シデント分類の3b以上（濃厚な処置を要
した、例えばバイタルサインの高度変化、
人工呼吸器の装着、手術、入院日数の延
長、骨折など）の発生件数

患者さんごとに転倒・転落のリスクを把握し、療
養環境の整備や安全物品の活用などの予防策を講
じて安全安心な医療を提供しています。

医療安全研修
情報セキュリティー研修

医療安全 23
情報ｾｷｭﾘﾃｨ  9

回
回

医療安全  19
情報ｾｷｭﾘﾃｨ　8

回
回

医療安全19
情報ｾｷｭﾘﾃｨ 5

回
回

年度内の開催実績数

職員の医療安全意識の向上を図るとともに、病院
全体の医療安全を向上させることを目的とし、医
療安全研修や情報セキュリティーに関する研修を
実施しています。

平成30年度実績

平成30年度実績

平成30年度実績

平成30年度実績

医療安全に関する指標

指標項目 平成28年度実績 平成29年度実績

看護に関する指標

指標項目 平成28年度実績 平成29年度実績

指標項目 平成28年度実績 平成29年度実績

栄養に関する指標

指標項目 平成28年度実績 平成29年度実績



荏原病院　クリニカルインディケーター
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定義、指標計算方法等 説明コメント

紹介・逆紹介患者率
紹介率　65.8

逆紹介率　67.6
％
％

紹介率　66.8
逆紹介率　74.9

％
％

紹介率　74.6
逆紹介率　87.6

％
％

地域医療支援病院の紹介率、逆紹介率
・紹介率
 （初診患者数－（救急搬送患者数+休日又は夜
間に受診した救急患者数（救急搬送患者を除
く）+健康診断目的に受診・治療した患者
数））×100
・逆紹介率
 （初診患者数－（救急搬送患者数+休日又は夜
間に受診した救急患者数（救急搬送患者を除
く）+健康診断目的に受診・治療した患者
数））×100

※平成26年度までの、紹介率算出式は下記の
とおり。
（紹介患者数／初診患者数）　×１００

他の病院または診療所から紹介状により紹介された人
の割合（紹介率）及び当院から他の病院または診療所
に紹介した人の割合（逆紹介率）です。当院は地域医
療支援病院に指定されており、そのための要件の１つ
にもなっています。今後も地域で信頼される病院作り
に努めていきます。

地域連携パス実施数
0
2

人
個

0
2

人
個

0
2

人
個

地域連携パスごとの使用患者数

患者さんの病気の回復過程に応じて、急性期・回
復期・維持期・在宅療養における治療と必要な情
報が切れ目なく推進するための診療計画を作成
し、治療を受けるすべての医療機関で共有して用
いています。診療にあたる複数の医療機関が、役
割分担を含め、あらかじめ診療内容を患者に提
示・説明することにより、患者さんが安心して医
療を受けることができるよう努めています。

医療従事者等研修会開催数、広
報誌発行部数

研修会 　　 61
広報誌　2,200

回
部

研修会 69
広報誌 2,300

回
部

研修会 60
広報誌 2,300

回
部

医療従事者を対象とした研修会等の開催件
数、広報誌（病院だより、医師ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ）
発行部数

地域の中核病院として、地域の医療機関への情報
提供等を積極的に実施しています。

連携医数、高額医療機器の共同
利用件数

1,891
4,034

人
件

1,903
4,127

人
件

1,903
4,100

人
件

連携医数、主な高額医療機器（MRI、
CT、RI）の共同利用件数

連携医として登録をしている地域の医師、歯科医
師の数及びMRI、CT、RIなどの高額医療機器を連
携医と共同で利用した件数です。地域医療支援病
院として地域との連携強化を引き続き図っていき
ます。
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定義、指標計算方法等 説明コメント

患者満足度
入院　91.9
外来　78.9

％
％

入院 85.9
外来 75.1

％
％

入院 90.3
外来 81.5

％
％

「あなたは全体としてこの病院に満足して
いますか。」という問いに対し「満足」
「ほぼ満足」と回答した割合（入院・外
来）

当院が提供する医療サービスに対して、患者さん
がどのように感じているかを把握し、医療サービ
スの一層の充実を図るために実施しています。引
き続き、高い患者満足度を維持・向上できるよう
努めていきます。

13

平成29年度実績 平成30年度実績 定義、指標計算方法等 説明コメント

資格認定医師、専門医師数
調査時点の人数(常勤職員+月16日以上勤務
非常勤)

認定看護師数 別紙1のとおり 別紙1のとおり 別紙1のとおり 調査時点の人数（常勤職員）

コメディカル部門の認定者・専
門者数（放射線、検査、薬剤、
栄養）

調査時点の人数（常勤職員）

14

定義、指標計算方法等 説明コメント

● SCU病床の入院患者数 270 人 296 人 288 人 SCU病床の病床別入院患者数

「脳卒中専門病棟（SCU)」を備えた「総合脳卒
中センター」において、神経内科・脳神経外科・
リハビリテーション科・放射線科の各科医師を中
心とし、専門看護スタッフ、専任ソーシャルワー
カーなどによる医療チームを編成し、脳卒中患者
さんに対する高度専門医療を行っています。SCU
病床での、入院患者実績です。

● ｔ-PA投与患者数 10 人 12 人 12 人 ｔ-PA投与患者数

ｔ-PAは血管内の血のかたまり（血栓といいま
す）を溶かす薬剤です。血栓による脳梗塞が起き
た直後にｔ-PAで治療をすると症状が良くなるこ
とが多いと言われています。この実施件数は、脳
梗塞に対する緊急治療を積極的に行っているかど
うかの目安になります。

● 高気圧酸素治療の疾病別患者数

総数　518
突発性難聴　167

骨髄炎、放射線性壊死
130

空気塞栓、減圧症　58
脊髄神経疾患　46
末梢循環障害　36
スポーツ整形　25

腸閉塞　15
脳血管障害、重症頭部外傷

または
開頭術後の運動麻痺　12

急性脊髄障害　10
急性一酸化炭素中毒、ガス

中毒 7
ガス壊疽、壊死性筋膜炎、壊

疽性筋膜炎 5
網膜動脈閉塞症 　4

放射線または抗癌剤治療と
併用される

悪性腫瘍 　2
低酸素性脳機能障害 　1

人

総数　378
突発性難聴　175

骨髄炎または放射線性壊死
85

難治性潰瘍をともなう末梢
循環障害　33

放射線または抗癌剤治療と
併用される悪性腫瘍　20

脊髄神経疾患　20
腸閉塞　15

脳血管障害、重症頭部外傷
または開頭術後の運動麻痺

8
重度の急性脊髄障害　6
自費(スポーツ整形含む)

6
ガス壊疽、壊死性筋膜炎、

壊疽性筋膜炎　3
網膜動脈閉塞症　3

皮膚移植　2
急性末梢血管障害　1

脳梗塞、重症頭部外傷もし
くは開頭術後の意識障害ま

たは脳浮腫　1

人

総数　239
突発性難聴　148

腸閉塞　23
骨髄炎又は放射線障害

19
脊髄神経疾患　15

放射線又は抗癌剤治療と併
用される悪性腫瘍　10

難治性潰瘍を伴う末梢循環
障害　10

自費によるもの　6
重症軟部組織感染症（ガス
壊疽、壊死性筋膜炎）又は

頭蓋内膿瘍　4
網膜動脈閉塞症　2

急性末梢血管障害(重症の
熱傷又は凍傷、広汎挫傷又
は中等度以上の血管断裂を

伴う末梢血管障害、コン
パートメント症候群又は圧

挫症候群)　1
重症頭部外傷後若しくは開
頭術後の意識障害又は脳浮

腫　1

人 高気圧酸素治療の主要疾病別患者数

高気圧酸素治療とは、通常の気圧より高い圧力環
境のもとで酸素を吸入することで、血液中にたく
さんの酸素を溶かし体内の酸素濃度を上げる治療
です。体内の酸素濃度を上昇させること、高い圧
力を体にかけることで、様々な効果が得られま
す。当院の高気圧酸素治療での、疾病別の患者実
績です。

● 分娩数 542 件 581 件 735 件 分娩件数

当院ではできるだけ自然な分娩を推奨していま
す。妊娠健診は医師だけではなく助産師による健
診も行い、分娩までの過程には小児科医や栄養士
などと協力しチーム医療に取り組んでいます。

平成30年度実績

●：病院独自指標

平成30年度実績

平成30年度実績

指標項目 平成28年度実績 平成29年度実績

平成29年度実績

医療サービスに関する指標

指標項目

当院には各学会等で認定された、高度な知識や技
術、経験を持った職員がいます。より質の高い医
療サービス提供のため、多くの職員が認定を取得
していくよう、人材の育成に取り組んでいます。

病院独自の指標

医師・看護師・コメディカルの資格等に関する指標

指標項目 平成28年度実績

平成28年度実績 平成29年度実績

地域連携に関する指標

指標項目 平成28年度実績



別紙　1

資格名 人数 人数 所属 資格名 人数

整形外科専門医 4 2 細胞検査士 6

皮膚科専門医 1 11 国際細胞検査士 2

麻酔科専門医 6 0 認定輸血検査技師 1

放射線科専門医 1 1 認定臨床微生物検査技師 0

眼科専門医 1 1 感染制御認定臨床微生物検査技師 0

産婦人科専門医 3 0 認定臨床化学者 0

耳鼻咽喉科専門医 2 0 緊急臨床検査士 11

泌尿器科専門医 1 0 日本救急検査技師 1

形成外科専門医 1 0

病理専門医 1 0

総合内科専門医 5 0

外科専門医 9 3

肝臓専門医 1 2 血管診療技師 0

感染症専門医 1 認定心電検査技師 2

救急科専門医 3 所属 資格名 人数 睡眠医療認定検査技師士 2

循環器専門医 3 糖尿病療養指導士 3 聴力検査士 3

呼吸器専門医 1 栄養サポートチーム（NST）専門療法士 2 糖尿病療養指導士 3

消化器病専門医 7 がん薬物療法認定薬剤師 1 栄養サポートチーム（NST）専門療法士 0

小児科専門医 4 抗菌化学療法認定薬剤師 3 電子顕微鏡技術認定士 0

消化器外科専門医 7 感染制御認定薬剤師 2 ＰＯＣＴコディネータ 1

透析専門医 1 緩和薬物療法認定薬剤師 0 医療情報技師 0

脳神経外科専門医 4 漢方薬・生薬認定薬剤師 1 医療環境管理士 2

リハビリテーション科専門医 1 精神科薬物療法認定薬剤師 1 未病指導士 0

消化器内視鏡専門医 8 小児薬物療法認定薬剤師 1 2級臨床検査士 10

神経内科専門医 2 認定ＣＲＣ 1 特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任 2

乳腺専門医 2 認定実務実習指導薬剤師 4 透析技術認定士 3

臨床遺伝専門医 1 第1種放射線取扱主任者 3 体外循環技術認定士 0

気管支鏡専門医 1 第2種放射線取扱主任者 1 3学会合同呼吸療法認定士 1

アレルギー専門医 2 核医学専門技師 2 高気圧酸素治療技師 2

気管食道科専門医 1 放射線治療専門放射線技師 3 ペースメーカー関連専門臨床工学技士 0

大腸肛門病専門医 1 医学物理士 0 消化器内視鏡技師 0

ペインクリニック専門医 3 放射線治療品質管理士 2 第2種ＭＥ技術者 2

脳神経血管内治療　専門医 1 磁気共鳴専門技術者 3 日本糖尿病療養指導士 4

周産期（新生児）専門医 1 Ｘ線ＣＴ認定技師 6 病態栄養認定管理栄養士 3

一般病院連携精神医学専門医 2 救急撮影認定技師 1 栄養サポートチーム（NST）専門療法士 3

口腔外科専門医 1 検診マンモグラフィ撮影認定診療放射線技師 5 ＮＳＴコーディネーター 0

胃がん検診専門技師 0 がん病態栄養専門管理栄養士 0

肺がんＣＴ検診認定技師 1

血管撮影・インターベンション専門診療放射線技師 1

放射線管理士 5

放射線機器管理士 5

医用画像情報精度管理士 3

臨床実習指導教員 4

栄養科

検査科
臨床工学技士

診療放射線科

薬剤科

コメディカル部門の認定者・専門者数一覧

第１種内視鏡技師

ＢＬＳインストラクターコース

リンパドレナージ上級

超音波検査士

（消化器領域、循環器領域、泌尿器
領域、体表臓器領域、産婦人科領
域、血管領域）

消：3
循：2
泌：0
体：0
婦：3
血：1

ＡＣＬＳインストラクターコース

リンパドレナージ初級

日本糖尿病療養指導士

認定看護師

専門看護師

医師部門の専門者数一覧 看護部門の認定者・専門者数一覧 コメディカル部門の認定者・専門者数一覧

資格名

認定看護管理者

検査科

臨床検査技師

栄養サポートチーム（NST）専門療法士

透析技術認定士

リンパドレナージ中級

呼吸療法認定士


